








まとめ 

 以上の成績は次の 3つの結論にまとめることができる。 

1)各種誘発排卵妊娠のうち HMG－HCG 妊娠において流産率が高い。 

2)胎児数が多いほど流産率が高い。 

3)各種誘発排卵妊娠における奇形率は自然排卵妊娠と較べて高くはない。 

 排卵誘発時に多胎妊娠を防ぐことは流産を少なくするという意味においても重要である

ことがわかった。 


